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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 6月 15日 (2005.6.15)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
透 明 面 材 の 裏 面 に 非 反 射 面 と 反 射 面 を も ち 、 前 記 非 反 射 面 と 反 射 面 と の 境 界 に 施 し た 防 錆
処 理 部 を 有 す る 鏡 に お い て 、 少 な く と も 非 反 射 面 側 の 前 記 防 錆 処 理 部 が 接 す る 透 明 面 材 の
厚 み 方 向 へ の 投 影 範 囲 内 に 、

光 学 的 遮 蔽 部 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 鏡
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 鏡 に お い て 前 記 光 学 的 遮 蔽 部 を 光 透 過 性 と し 、 前 記 光 学 的 遮 蔽 部 と し て

光 学 的 拡 散 部 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 鏡
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 鏡 に お い て 前 記 光 学 的 遮 蔽 部 を 光 透 過 性 と し 、 前 記 光 学 的 遮 蔽 部 の 屈 折
率 は 、 透 明 面 材 の 屈 折 率 と 異 な る こ と を 特 徴 と す る 鏡
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 鏡 に お い て 前 記 光 学 的 遮 蔽 部 を 光 透 過 性 と し 、 前 記 光 学 的 遮 蔽 部 の 透 過
率 は 、 透 明 面 材 の 透 過 率 よ り 低 い こ と を 特 徴 と す る 鏡
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ 乃 至 ４ に 記 載 の 鏡 に お い て 、 前 記 光 学 的 遮 蔽 部 を 透 明 面 材 の 表 面 側
近 傍 に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 鏡
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 １ 乃 至 ５ 項 に 記 載 の 鏡 に お い て 、 鏡 の 裏 面 側 に 照 明 器 具 を 備 え て 、 前 記
非 反 射 面 を 照 明 器 具 の 透 光 部 と し た こ と を 特 徴 と す る 照 明 付 き 鏡
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 お よ び 作 用 ・ 効 果 】 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 本 発 明 は 、 透
明 面 材 の 裏 面 に 非 反 射 面 と 反 射 面 を も ち 、 前 記 非 反 射 面 と 反 射 面 と の 境 界 に 施 し た 防 錆 処
理 部 を 有 す る 鏡 に お い て 、 少 な く と も 非 反 射 面 側 の 前 記 防 錆 処 理 部 が 接 す る 透 明 面 材 の 厚

前 記 防 錆 処 理 端 部 の 像 が 使 用 者 の 視 点 に 届 か な く な る よ う 使
用 者 か ら の 視 線 を 遮 る

鏡 の 表 面 ・ 裏 面 両 方 か ら の 光 を 散 乱 さ せ る
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み 方 向 へ の 投 影 範 囲 内 に 、
光 学 的 遮 蔽 部 を 設 け た 。 光 学 的 遮 蔽 部 は 、 接 防 錆 処 理 端 部 の 像 が 使 用

者 の 視 点 に 届 か な く な る よ う 使 用 者 か ら の 視 線 を 遮 る の で 、 見 栄 え の 悪 い 防 錆 処 理 端 部 が
見 え に く く な る の で 、 意 匠 性 を 損 な う こ と が な い 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】

【 ０ ０ ０ ９ 】 さ ら に 、 前 記 光 学 的 遮 蔽 部 を 光 透 過 性 と し 、 そ の 光 学 的 遮 蔽 部 と し て
光 学 的 拡 散 部 を 備 え る よ う に し た の で 、 鏡 の 表 面 ・ 裏

面 両 方 か ら の 光 を 散 乱 さ せ る こ と が で き 、 防 錆 処 理 端 部 が 見 え に く く な る 。
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